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各小学校の概要
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※１ 学級数と教室数は、特別支援学級想定分を除いたものとしています。
※２ 各数値は、令和３年度を基準としています。

学校名 ：後谷小
教室数 ：12教室
開校年 ：平成4年
敷地面積：14,011㎡

学校名 ：前間小
教室数 ：23教室
開校年 ：昭和59年
敷地面積：15,883㎡

学校名 ：丹後小
教室数 ：19教室
開校年 ：昭和56年
敷地面積：19,890㎡

常磐自動車道



児童数と学級数の推移（前間小）
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後谷小への分離（平成４年）

※ 学級数は、特別支援学級想定分を除いたものとしています。



児童数と学級数の推移（後谷小）
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※ 学級数は、特別支援学級想定分を除いたものとしています。

後谷小の開校（平成４年）



小規模校のメリット・デメリット
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メリット デメリット

学習面 ・一人一人に目が届きやすく、きめ
細かな指導を行いやすい。

・学校行事などにおいて、一人一人
の活動機会を設定しやすい。

・多様な考え方に触れる機会、切磋琢
磨する機会が少なくなりやすい。

・集団活動に制約が生じやすい。
・多様な学習・指導形態をとりにくい。

生活面 ・児童間の人間関係が深まりやすい。
・学年内、異学年間の交流が生まれ
やすい。

・人間関係や相互の評価等が固定化し
やすい。

・男女比に偏りが生じやすい。

学校運営面 ・教職員間の意思疎通、連絡調整が
図りやすい。

・学校が一体となって活動しやすい。
・地域の協力による郷土の教育資源
を最大限に生かした活動が展開しや
すい。

・経験や教科等の面で、バランスのと
れた教職員配置をとりにくい。

・教職員間でのＯＪＴ、情報交換、相
談や協力が行いにくい。

・教職員に複数校務が集中しやすい。

その他 ・保護者や地域との連携が図りやす
い。

・ＰＴＡ活動等での保護者の負担が大
きくなりやすい。

三郷市立小・中学校教育環境整備計画（令和２年３月改定）より抜粋



学校を取り巻く状況
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〇三郷中央駅周辺では、マンションや住宅の建設が進み、
児童数が急増

〇一方、市の北部や南部では、児童数の減少が進み、
クラス替えができない学校も存在

〇将来は、市全体で全国的な人口減少・少子化の影響を
受けていく推計

〇児童によりよい教育環境を整備するためには、学校の

適正規模・適正配置を進めていくことが必要



統合方針策定の経緯
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三郷市立小・中学校教育環境整備計画を改定

（１）適正規模の基本方針 学級数：１２学級以上

（２）適正配置の基本方針 通学距離：小学校２km以内・中学校３km以内

三郷市立小・中学校通学区域編成審議会（適正規模・適正配置）を設置

→ １２学級を下回る学校のある地域（小学校５地域・中学校２地域）

の小規模化への対応について答申（全５回開催）

三郷市立小・中学校通学区域編成審議会（小規模化対応）を設置

→ 前間小及び後谷小のある地域の学校統合等について答申（全６回開催）

前間小学校及び後谷小学校の統合方針を策定

令和２年３月

学校の適正規模・適正配置に向けた今後の対応を策定

→ 前間小及び後谷小のある地域について、学校統合等を検討

７月

～１１月

令和３年２月

～７月

９月

１２月



統合方針の概要
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前間小学校及び後谷小学校を統合します。

現在の前間小学校の位置とします。

令和６年４月に統合します。

今回の統合対象に含めず、現状のとおりとします。

（１）保護者や地域住民に対しては、学校統合の必要性や

進め方について説明会等を通して十分に説明します。

（２）通学時の児童の安全確保については、特に交通安全

の観点から関係機関と連携、協議して対策を講じます。

（３）学校統合に向けては、（仮称）学校統合準備委員会

を設置して準備を進めます。

１ 統合の対象校

２ 学校の位置

３ 統合の時期

４ 丹後小について

５ 今後の取り組み



統合後の地図
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凡例

統合後の学区境

元の学区境

町会境

丹後小
文化
会館

早稲田
公園

ＪＲ武蔵野線

三郷料金所
スマートＩＣ

後谷小 前間小

（仮称）三郷流山橋
（建設中）

常磐自動車道



児童数と学級数の推移（統合後）
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※ 学級数は、特別支援学級想定分を除いたものとしています。



統合の効果
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〇様々な友達と接することで、多様なものの見方や考え
方に触れる機会が増え、視野が広がるとともに、
協調性や社会性もより育まれます。

〇クラス替えができるようになり、人間関係の固定化が
解消され、新たな気持ちで新年度を迎えられます。

〇グループ学習、習熟度別の学習、集団で行う体育等で、
様々な指導形態が展開できます。

〇各学年に複数の教員が配置されることで、教員同士で
授業の進め方等の調整や相互協力が行えます。

〇ＰＴＡ活動において、保護者の負担を分散できます。



今後のスケジュール
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前間小及び後谷小の統合方針について
説明会を実施（保護者や地域住民の方）

10
月

令
和
３
年
度

11
～
12
月

パブリック・コメントを実施
11月25日（木）～12月24日（金）

議会
（三郷市立学校設置及び管理に関する条例改正）

３
月

令
和
４
～
５
年
度

(仮称)統合準備委員会を設置
・通学路
・学校行事
・ＰＴＡ活動等の検討

統合説明会
を実施

令和６年４月に統合

令
和
６
年
度

施設改修
を実施


